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今
日
、
家
庭
や
社
会
の
姿
が
変
化
す
る
な
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

び
と
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
に
対
す
る
虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
は
そ
の
深

刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
な
か
、
被
災
者
の
生
活
支

援
と
と
も
に
、
今
後
に
備
え
、
要
援
護
者
支
援
の
取
り
組
み
も
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
九
十
周
年
活
動
強
化
方
策
「
広
げ
よ
う 

地
域

に
根
ざ
し
た 

思
い
や
り
」
行
動
宣
言
の
も
と
、
人
び
と
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
は
、
複
雑
・
多
様
化
、
深
刻
化
し
て
お
り
、
最
も
身
近
な
支
援
者
で

あ
る
私
た
ち
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

全
国
二
十
三
万
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
人
び
と
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
地
域
に
根

ざ
し
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

本
日
、
こ
こ
千
葉
県
に
お
い
て
第
八
十
二
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
私

た
ち
は
強
い
決
意
の
も
と
に
、
次
の
と
お
り
宣
言
し
ま
す
。 

   一
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
、
生
活
困
窮
者
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
び
と
が
孤
立
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
日
々
の
訪
問
や
見
守
り
、
相
談
活
動
に
取
り
組
み
、
早
期
に
必
要
な
支
援
に
つ
な

ぎ
ま
す 

 

一
、
住
民
の
多
様
な
生
活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
と
と
も
に
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
の
強
化
、
互
助
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す 

 一
、
虐
待
や
い
じ
め
、
体
罰
、
犯
罪
被
害
、
貧
困
の
連
鎖
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
健
や
か
な
成
長

を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、「
わ
が
ま
ち
な
ら
で
は
」
の
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す 

 一
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
の
人
び
と
や
そ
こ
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の

支
援
と
と
も
に
、
今
後
の
災
害
に
備
え
た
地
域
で
の
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す 

 一
、
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
に
常
に
留
意
し
、

住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
活
動
を
す
す
め
ま
す 

 一
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
取
り

組
み
を
、
市
区
町
村
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
、
全
国
の
各
段
階
に
お
い
て
一
層
す
す
め
ま
す 

  

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日 

 
 
 
 

第
八
十
二
回 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会 

（
開
催
地 

千
葉
県
・
千
葉
市
） 


